
















































































































集う 8号 雲肌麻紙，岩絵具 2010年
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図５ 人物スケッチ 色鉛筆 2005年 図６ 作品２の小下絵 鉛筆 2010年













作品４ 夕日影 162.1×162.1㎝ 雲肌麻紙、岩絵具，コンテ 2009年１月

















作品６ 夕影と庭 162.1×162.1㎝ 雲肌麻紙、岩絵具、朱 2011年
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11 『色の名前に心を読む 色名学入門』近江源太郎著（2008年）研究社 p.156-157ことばの感情的な意
味を測定する SD法の調査結果の図9-3［色と色名の印象の違い］より。
12 岩絵具には天然岩絵具と人造の新岩絵具と合成岩絵具がある。『日本画 画材と技法の秘伝集』同上。
p.76-77新岩絵具はガラスに金属酸化物を加えて人工的に作るため、色数も豊富で天然絵具より安価で
ある。合成岩絵具は天然の水晶末や方解末を粉砕し、耐光性のある染料で染めつけたもの。すべて比重
が同じであるため自由に混色できる。
13 『本朝画法大伝』土佐光起撰［土佐派家伝書（1960年）］㈲金開堂発行の p.31に彩色の指南がある。
特に墨、胡粉、朱、の使い方について。『丹青指南』市川守静著（大正３年頃）狩野派の彩色技術は、
『日本画 画材と技法の秘伝集』に詳しい。
14 新岩絵具で彩度の高い赤を彩色するとき、「岩緋」の10番より荒い絵具を使う。平均的な粒子の直
径は10番手（27μ）、９番手（38μ）、８番手（56μ）である。『日本画 彩色顔料の変遷』㈲金開堂 p.
22［色目を作る粒子］より。作品４、５では、「岩緋、８番」など粒状の絵具を使っている。荒い絵具
では下層の絵具が透けて見えるため、発色を良くするために厚塗りをし、空の色面が圧迫感を持ってし
まった。
15 『日本画 彩色顔料の変遷』p.23［絵具の比重］岩絵具は粒子の大きさと比重が混色作業に影響し、
分離する場合もある。天然辰砂は８、銅鉱石類が４、有色石類が３、新岩絵具はだいたい５〜３。辰砂
は比重が重い。
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